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近
世
庶
民
の
学
問
と
は
何
か
長
友
千
代
治
一
、
は
じ
め
に
二
、
学
習
・
学
問
の
普
及
三
、
学
習
・
学
問
を
す
る
理
由
は
何
か
四
、
学
習
・
学
問
の
究
極
の
目
標
は
何
か
五
、
原
則
的
な
教
科
課
程
六
、
庶
民
の
自
学
自
習
の
教
科
課
程
七
、
教
材
は
出
版
本
屋
の
製
作
出
版
物
八
、
学
習
成
果
は
本
稿
は
平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
八
日
佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会
で
標
題
で
の
講
演
と
、
翌
年
一
月
十
七
日
「重
宝
記
発
掘
」
と
題
し
て
の
最
終
講
義
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
国
語
国
文
学
会
ま
で
は
最
終
講
義
は
し
な
い
つ
も
り
で
い
た
の
で
、
か
な
り
意
気
込
ん
で
、
あ
え
て
設
定
し
た
題
目
で
あ
っ
た
。
近
世
庶
民
の
間
に
は
学
習
・
学
問
に
対
す
る
情
熱
や
向
上
の
精
神
が
漲
っ
て
い
た
こ
と
、
教
え
る
側
に
も
学
ぶ
側
に
も
熱
誠
溢
れ
る
真
摯
な
姿
の
あ
っ
た
こ
と
等
を
伝
え
て
奮
起
を
促
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ど
ん
な
態
度
が
好
き
か
と
の
質
問
も
あ
り
、
「初
登
山
手
習
教
訓
書
」
と
答
え
て
見
え
も
切
っ
て
み
た
。
私
は
学
問
が
好
き
だ
、
と
は
恥
し
く
て
広
言
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
学
問
を
身
に
つ
け
、
潔
く
あ
り
た
い
と
い
つ
も
思
っ
て
い
る
。
学
会
が
終
っ
て
三
日
後
、
最
終
講
義
は
大
学
行
事
だ
と
学
長
に
諭
さ
れ
、
そ
の
時
は
重
宝
記
に
つ
い
て
地
道
に
学
ぶ
庶
民
の
姿
を
見
習
い
た
い
と
話
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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[
、
は
じ
め
に
近
世
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
庶
民
の
学
習
学
問
の
在
り
様
を
探
っ
て
み
た
い
と
い
う
の
が
本
稿
の
狙
い
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
庶
民
と
は
何
か
。
庶
民
と
は
一
般
普
通
の
人
間
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
宝
永
三
年
(
一
七
〇
六
)
『初
学
訓
・
四
』
に
は
「
国
土
に
四
民
あ
り
。
士
農
工
商
也
。
四
民
、
皆
義
理
を
行
ふ
事
は
一
に
し
て
、
利
養
を
求
る
こ
と
わ
ざ
、
各
か
は
れ
り
。
義
理
を
行
ふ
と
は
、
即
ち
人
倫
(人
間
)
の
道
を
行
ふ
を
云
ふ
。
(中
略
)
凡
そ
、
農
工
商
の
三
民
は
、
君
に
仕
へ
ず
し
て
禄
な
し
。
自
ら
利
養
を
求
る
を
専
ら
と
す
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
こ
と
は
、
士
と
は
君
に
仕
え
て
禄
を
貰
い
、
農
工
商
は
自
ら
利
益
を
得
て
生
活
す
る
者
、
即
ち
こ
れ
が
庶
民
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
人
間
と
し
て
、
義
理
を
行
う
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
文
政
十
二
年
(
一
八
二
九
)
『百
姓
往
来
』
に
「夫
れ
、
四
民
之
内
、
士
之
外
は
、
農
人
、
ひ
や
く
し
や
う
諸
工
人
、
商
人
共
、
皆
百
姓
と
云
也
。
(中
略
)
当
代
は
農
民
而
巳
百
姓
と
称
す
」
と
あ
り
、
広
く
百
姓
と
い
う
言
い
方
が
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
は
百
姓
は
普
通
で
は
農
民
に
限
ら
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
の
士
農
工
商
の
身
分
社
会
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
職
業
は
世
襲
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
士
は
本
来
は
軍
務
で
あ
る
が
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
時
代
が
続
い
た
た
め
、
幕
府
で
も
諸
藩
で
も
、
役
人
と
し
て
公
務
に
従
事
し
て
い
た
。
そ
の
士
分
の
基
本
的
な
教
育
は
各
藩
校
に
あ
り
、
教
育
理
念
は
幕
府
が
朱
子
学
を
文
教
政
策
の
指
導
原
理
と
し
て
取
り
入
れ
た
儒
教
思
想
で
あ
る
。
儒
教
の
徳
目
と
い
う
の
は
、
し
ん
五
倫
す
な
わ
ち
人
間
の
守
る
べ
き
五
つ
の
道
、
父
子
問
の
親
、
君
臣
ぎ
べ
つ
じ
よ
し
ん
問
の
義
、
夫
婦
間
の
別
、
長
幼
間
の
序
、
朋
友
問
の
信
で
あ
る
。
こ
れ
を
教
え
る
教
科
書
も
各
藩
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
て
、
既
に
笠
井
助
治
氏
著
『近
世
藩
校
に
於
け
る
出
版
書
の
研
究
』
(吉
川
弘
文
館
昭
和
五
十
七
年
初
刷
)
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
広
い
意
味
で
の
官
版
か
ら
藩
版
の
調
査
に
加
え
て
、
出
版
書
物
の
目
的
に
つ
い
て
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
e
教
科
書
を
安
価
に
出
版
し
て
一
般
士
民
に
使
用
さ
せ
、
学
問
教
養
の
普
及
と
思
想
の
統
一
を
期
し
た
。
こ
れ
は
藩
校
が
数
多
く
設
立
さ
れ
た
幕
末
期
に
盛
ん
に
出
版
さ
れ
、
巻
冊
の
少
な
い
少
部
数
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
口
藩
主
の
好
学
、
学
芸
尊
重
、
趣
味
情
熱
に
よ
り
、
古
書
や
学
者
の
先
著
の
散
逸
を
憂
え
て
、
蒐
集
校
刊
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
藩
主
自
ら
の
業
績
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
た
も
の
も
あ
る
。
日
藩
の
学
識
者
の
著
述
で
、
学
問
教
育
や
民
生
に
価
値
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。
四
幕
府
の
奨
励
や
内
命
に
よ
り
出
版
し
た
も
の
が
あ
る
。
一
般
藩
士
の
学
校
組
織
は
、
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
天
明
(
一
七
四
一
～
八
九
)
頃
か
ら
幕
末
に
向
っ
て
だ
ん
だ
ん
と
整
い
、
こ
の
士
分
の
教
育
普
及
が
教
科
書
の
需
要
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
藩
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校
の
教
科
は
漢
学
(経
・
史
・
子
・
集
)
を
主
と
し
、
習
字
、
算
学
、
皇
(和
)
学
、
医
学
、
洋
学
、
兵
学
、
諸
武
芸
学
な
ど
で
あ
っ
た
。
詳
細
は
前
掲
書
に
つ
く
と
し
て
、
そ
れ
で
は
こ
れ
に
対
し
て
庶
民
の
学
問
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の
概
要
を
窺
い
た
い
の
で
あ
る
。
二
、
学
習
・
学
問
の
普
及
学
習
や
学
問
は
、
戦
乱
の
世
に
は
創
出
も
発
展
も
な
く
、
平
和
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
慶
長
十
九
年
(
一
六
一
四
)
『見
聞
集
・
四
(童
子
あ
ま
ね
く
手
習
ふ
事
)』
の
記
事
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
廿
四
五
年
以
前
迄
、
諸
国
に
お
ゐ
て
弓
矢
を
と
り
、
治
世
な
ら
ず
。
是
に
よ
っ
て
、
其
時
代
の
人
達
は
手
習
ふ
事
た
や
す
か
ら
ず
。
故
に
、
物
書
く
人
は
稀
に
あ
り
て
、
書
か
ぬ
人
多
か
り
し
に
、
今
は
国
治
ま
り
、
天
下
泰
平
な
れ
ぼ
、
高
き
も
卑
し
き
も
、
皆
物
を
書
き
給
へ
り
。
尤
も
筆
道
は
、
是
諸
学
の
本
と
い
へ
る
な
れ
ぼ
、
誰
か
此
道
を
学
ぼ
ざ
ら
ん
。
二
十
四
五
年
以
前
は
、
天
正
(
一
五
七
三
～
九
二
)
の
終
り
で
あ
り
、
こ
れ
に
続
く
の
が
文
禄
(
一
五
九
二
～
九
六
)
慶
長
(
一
五
九
六
～
一
五
)
で
あ
る
。
そ
の
時
代
、
い
わ
ゆ
る
文
禄
・
慶
長
の
役
が
あ
り
、
慶
長
五
年
の
関
ヶ
原
の
戦
を
経
て
徳
川
家
康
が
江
戸
幕
府
を
開
い
た
の
が
慶
長
八
年
で
あ
る
。
家
康
は
幕
藩
体
制
を
施
き
、
そ
の
後
財
政
困
難
を
来
た
す
こ
と
は
た
び
た
び
あ
っ
た
も
の
の
、
戦
乱
は
絶
え
て
な
く
、
平
和
な
世
界
を
現
出
し
た
。
『見
聞
集
・
四
』
に
今
は
国
治
ま
り
、
天
下
泰
平
な
の
で
、
身
分
の
高
い
者
も
卑
し
い
者
も
皆
物
を
書
く
。
筆
道
は
初
学
の
基
本
と
言
わ
れ
て
誰
も
が
学
ぶ
と
あ
る
が
、
そ
の
前
提
に
は
「今
は
国
治
り
、
天
下
泰
平
」
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
身
分
の
高
い
者
も
卑
し
い
者
も
と
言
う
の
は
、
や
や
誇
張
し
た
表
現
で
あ
り
、
当
時
の
社
会
情
勢
か
ら
す
れ
ば
士
分
以
上
で
あ
り
、
卑
し
い
者
と
い
っ
て
も
上
流
町
人
階
級
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
手
習
う
こ
と
が
容
易
に
で
き
る
世
の
中
に
な
っ
た
こ
と
を
誇
張
し
て
書
い
た
と
思
わ
れ
る
。
庶
民
階
級
の
学
習
が
文
字
通
り
に
盛
ん
に
な
る
に
は
、
開
府
よ
り
三
世
代
目
お
よ
そ
九
十
年
間
を
経
過
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
間
、
上
方
か
ら
江
戸
を
中
心
に
商
品
経
済
が
発
達
、
日
常
生
活
よ
み
か
き
そ
ろ
ば
ん
に
は
読
書
算
盤
の
知
識
利
用
が
不
可
欠
と
な
っ
た
。
俗
に
文
化
繚
乱
の
元
禄
時
代
と
い
う
の
は
、
元
禄
時
代
(
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
)
に
代
表
さ
せ
て
、
そ
の
前
後
の
延
宝
(
一
六
七
三
～
八
一
)
頃
か
ら
正
徳
(
一
七
二
～
一
六
)
頃
ま
で
を
含
め
て
い
う
が
、
こ
の
頃
庶
民
文
化
の
開
花
を
み
た
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
庶
民
子
弟
の
学
習
状
況
を
描
写
し
た
作
品
も
少
な
く
な
く
、
貞
享
五
年
(
一
七
二
〇
)
『
日
本
永
代
蔵
・
一
・
二
』
の
記
事
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
通
行
の
文
章
に
直
し
て
引
用
し
て
み
よ
う
。
(以
下
も
大
方
同
じ
)
大
和
、
河
内
、
津
の
国
、
和
泉
の
物
作
り
す
る
人
の
子
供
は
、
惣
領
を
残
し
て
末
々
を
丁
稚
奉
公
に
遣
わ
し
置
き
、
鼻
垂
れ
て
か何はと問学6̀民庶世近39　
は
な
ゆ
手
足
の
土
気
の
落
ち
な
い
う
ち
は
、
豆
腐
、
花
柚
の
小
買
物
に
し
き
せ
使
わ
れ
る
が
、
お
仕
着
を
二
つ
三
つ
と
年
を
重
ね
る
に
従
い
、
ゆ
く
み
ず
か
ず
か
供
囃
子
、
能
、
船
遊
び
に
も
召
し
連
れ
ら
れ
、
行
水
に
数
を
書
す
な
て
な
ら
い
ぢ
さ
ん
き
、
砂
手
習
を
し
、
地
算
も
子
守
の
片
手
に
置
き
習
い
、
い
つ
す
み
ま
え
が
み
か
ね
と
り
と
な
く
、
角
前
髪
よ
り
銀
取
の
袋
を
か
た
げ
て
、
次
第
送
り
の
手
代
分
に
な
っ
て
、
大
坂
市
中
で
丁
稚
奉
公
す
る
者
は
、
周
辺
の
摂
津
、
河
内
、
和
泉
の
国
の
二
男
三
男
以
下
の
者
で
、
始
め
は
豆
腐
買
い
な
ど
使
い
走
り
を
し
て
い
る
が
、
二
三
年
た
つ
と
主
人
の
お
供
で
能
や
船
遊
び
に
も
連
れ
ら
れ
、
流
水
に
数
字
を
書
い
た
り
、
盆
に
入
れ
た
砂
に
文
字
を
た
し
ぎ
ん
ひ
き
ざ
ん
書
い
た
り
し
て
覚
え
、
足
算
・
引
算
も
子
守
の
片
手
間
に
習
い
覚
え
、
い
つ
の
間
に
か
手
代
分
に
な
っ
て
、
算
用
も
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
丁
稚
教
育
で
あ
る
が
、
そ
の
優
秀
な
手
代
像
は
宝
永
四
年
(
一
七
〇
七
)
『冥
途
の
飛
脚
』
の
忠
兵
衛
で
あ
る
。
よ
つぎ
亀
屋
の
世
継
忠
兵
衛
は
、
今
年
二
十
四
。
四
年
以
前
に
大
和
か
ら
敷
銀
持
っ
て
養
子
分
で
の
奉
公
、
後
家
妙
閑
の
教
え
で
、
商
だ
に
つ
も
い
功
者
に
な
り
、
駄
荷
積
り
も
う
ま
く
、
江
戸
へ
も
上
下
三
度
の
べ
出
張
し
た
。
茶
の
湯
、
俳
諧
、
碁
、
双
六
も
で
き
、
延
紙
に
書
か
ど
く
字
の
角
も
取
れ
て
、
酒
も
三
、
四
、
五
杯
は
飲
め
、
五
つ
紋
ま
る
つ
ば
ぞ
う
が
ん
の
羽
二
重
羽
織
も
着
こ
な
し
、
無
地
の
丸
鍔
に
象
嵌
を
し
た
脇
差
も
よ
い
物
を
持
ち
、
田
舎
出
に
し
て
は
稀
に
見
る
出
来
た
男
で
あ
る
。
忠
兵
衛
は
養
子
分
で
奉
公
し
た
が
、
女
主
人
後
家
妙
閑
の
教
育
を
受
け
て
飛
脚
商
売
に
熟
達
し
た
上
に
茶
の
湯
、
俳
諧
、
碁
、
双
六
の
諸
芸
能
も
覚
え
、
書
く
字
も
上
手
に
な
り
、
酒
も
嗜
み
、
着
こ
な
し
も
よ
く
、
大
和
の
田
舎
出
身
の
丁
稚
は
洗
練
さ
れ
た
都
会
人
の
教
養
を
身
に
つ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
の
す
ぐ
後
に
は
、
「手
代
達
は
帳
面
を
付
け
、
算
盤
を
置
く
」
と
あ
る
。
一
方
、
丁
稚
奉
公
に
出
な
い
子
供
達
に
つ
い
て
は
、
手
習
師
匠
と
寺
子
の
様
子
が
元
禄
七
年
(
一
六
九
四
)
『西
鶴
織
留
・
一
・
二
(品
玉
と
る
種
の
松
茸
)
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
奈
良
草
履お
屋
を
二
足
三
文
に
捨
て
売
り
し
て
、
女
房
の
在
所
大
坂
住
吉
の
南
遠
り
お
の
里
小
野
に
引
っ
込
み
、
文
字
の
書
け
る
の
を
幸
い
に
、
土
地
の
草
刈
し
つ
け
や
牛
飼
を
す
る
全
然
躾
の
な
い
子
供
ら
に
、
寺
子
屋
教
育
を
す
る
状
況
を
書
い
た
一
節
で
あ
る
。
　
　
牛
の
角
文
字
(
い
ろ
は
の
「
い
」
の
字
)
よ
り
教
え
て
い
た
が
、
謡
を
知
ら
な
い
の
で
困
っ
て
、
日
毎
に
大
阪
へ
通
っ
て
昔
の
友
に
習
っ
て
、
ま
た
里
子
に
教
え
て
い
た
が
、
や
っ
と
兼
平
一
番
を
覚
え
て
教
え
た
の
に
、
小
原
御
幸
の
、
源
太
夫
の
と
、
外
百
番
を
習
い
た
い
と
言
う
の
で
、
師
匠
が
知
ら
ん
と
は
言
い
難
く
、
こ
れ
さ
え
一
日
延
ば
し
に
し
て
、
何
な
り
と
も
望
み
次
第
に
謡
う
て
聞
か
せ
よ
う
と
言
っ
て
い
る
内
に
、
節
用
集
に
見
え
な
い
難
字
を
庄
屋
殿
よ
り
度
々
尋
ね
ら
れ
る
の
に
、
一
度
で
も
答
え
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た
こ
と
が
な
い
の
で
、
何
と
な
く
首
尾
悪
く
な
り
、
初
め
は
麦
秋
、
綿
の
摘
み
時
、
新
米
の
収
穫
な
ど
に
初
尾
(そ
の
年
最
初
の
収
穫
穀
物
)
を
く
れ
た
の
で
、
商
い
を
し
た
よ
り
は
ま
し
と
思
っ
て
い
た
が
、
一
人
々
々
寺
小
屋
を
や
め
る
の
で
ま
た
貧
し
く
な
っ
て
、
朝
夕
渡
世
を
分
別
す
る
の
に
、
銭
三
十
文
ず
つ
儲
け
る
こ
と
は
何
と
し
て
も
難
し
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
生
計
を
た
て
る
た
め
に
、
実
力
も
な
い
師
匠
が
寺
子
屋
を
開
い
た
の
に
、
寺
子
ら
が
さ
ら
に
次
の
課
程
を
要
求
す
る
と
い
う
の
が
注
目
点
に
な
る
。
師
匠
が
謡
を
教
え
、
節
用
集
を
使
い
、
分
ら
な
い
こ
と
は
昔
の
友
達
に
尋
ね
に
通
う
と
い
う
背
後
に
は
、
庶
民
の
ひ
た
す
ら
な
知
識
欲
、
教
育
熱
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
開
府
以
来
四
世
代
目
に
も
な
る
と
、
女
子
供
ま
で
手
習
い
す
る
様
子
が
享
保
十
年
(
一
七
二
五
)
『昔
米
万
石
通
・
中
』
に
描
か
れ
て
つ
き
こ
め
い
る
。
突
米
(精
米
)
屋
を
す
る
六
十
三
歳
の
親
が
十
三
歳
の
娘
に
次
の
よ
う
に
語
り
か
け
る
。
と
と
ぶ
げ
ん
し
や
父
が
若
い
時
分
に
は
、
よ
く
よ
く
の
分
限
者
で
な
く
て
は
師
匠
を
取
っ
て
手
習
は
さ
せ
な
か
っ
た
。
一
町
に
物
書
く
者
は
よ
う
と
と
あ
っ
て
五
人
か
三
人
、
父
も
手
習
せ
な
ん
だ
故
、
い
ろ
は
の
い
の
字
も
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
読
む
こ
と
は
目
の
功
で
間
に
合
す
。
今
は
世
が
上
び
て
、
我
ら
ご
と
き
の
娘
ま
で
手
習
い
さ
せ
、
事
欠
か
ぬ
。
昔
は
不
自
由
に
あ
っ
た
と
思
え
。
サ
ア
、
と
と父
が
頼
む
、
字
を
書
い
て
く
れ
、
手
習
す
る
、
と
言
う
と
、
娘
は
筆
を
取
り
な
が
ら
、
書
く
こ
と
な
ら
ば
ど
う
な
り
と
、
私
が
書
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
こ
の
文
章
か
ら
は
、
享
保
(
一
七
一
六
～
三
六
)
期
以
後
に
も
な
る
と
、
都
市
部
に
あ
っ
て
は
、
親
は
駄
目
で
も
、
大
方
の
婦
女
子
ま
で
読
み
書
き
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
前
出
『近
世
藩
校
に
於
け
る
出
版
書
の
研
究
』
に
よ
る
と
、
士
分
の
藩
校
教
育
は
天
明
(
一
七
八
一
～
八
九
)
寛
政
(
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
)
享
和
(
一
八
〇
一
～
〇
四
)
頃
か
ら
普
及
し
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
庶
民
の
寺
子
屋
開
業
数
も
そ
れ
に
追
随
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
寺
子
屋
開
業
数
は
、
天
明
時
代
は
一
〇
一
校
で
前
の
安
永
時
代
(
一
七
七
二
～
八
一
)
の
一
二
・
六
%
の
増
加
。
寛
政
時
代
は
一
六
五
校
で
同
じ
く
=
二
・
八
%
の
増
加
。
天
保
時
代
(
一
八
三
〇
～
四
四
)
は
一
九
八
四
校
で
前
の
文
政
時
代
(
一
八
一
八
～
三
〇
)
の
四
一
・
七
%
の
増
加
。
安
政
(
一
八
五
四
～
六
〇
)
慶
応
(
一
八
六
五
～
六
七
)
時
代
は
四
二
九
三
校
で
、
弘
化
(
一
八
四
四
～
四
八
)
嘉
永
(
一
八
四
八
～
五
四
)
期
の
三
〇
六
・
六
%
と
急
速
に
増
加
し
て
い
る
(吉
川
弘
文
館
『国
史
大
辞
曲
ハ』
に
よ
る
。
石
川
松
太
郎
氏
執
筆
で
『
日
本
教
育
史
資
料
』
に
収
載
す
る
寺
子
屋
関
係
記
録
に
よ
る
統
計
と
あ
る
)
。
但
し
、
引
用
の
資
料
の
よ
う
な
実
情
を
見
る
時
、
実
数
は
決
し
て
把
握
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
教
育
熱
の
中
で
、
実
際
に
子
弟
の
手
習
入
門
な
ど
を
か何はと問学S民庶世近41　
記
録
し
た
資
料
に
、
名
古
屋
の
『貸
本
書
肆
大
惣
江
口
家
家
内
年
鑑
』
が
あ
る
。
肉
縁
関
係
に
不
明
な
点
も
あ
る
が
、
括
弧
内
に
推
測
し
て
記
し
た
。
○
初
次
郎
(貸
本
屋
大
惣
二
代
目
長
男
)
享
和
二
年
(
一
八
〇
二
)
正
月
九
歳
、
伊
藤
仙
助
(西
尾
武
吉
の
親
)
江
手
習
入
門
。
○
き
く
(同
二
代
目
娘
)
文
化
七
年
(
一
八
一
〇
)
七
月
十
三
歳
、
仕
立
物
餝
屋
太
兵
衛
江
頼
み
入
る
。
酒
一
升
遣
わ
す
。
○
鉄
治
郎
(同
二
代
目
二
男
。
貸
本
屋
大
惣
三
代
目
)
文
化
十
年
(
一
八
一
三
)
五
月
十
二
歳
、
加
藤
庄
兵
衛
様
江
算
盤
入
門
。
○
文
治
郎
(同
二
代
目
三
男
)
文
化
十
三
年
八
歳
、
鵜
飼
文
蔵
江
手
跡
入
門
。
酒
一
升
遣
わ
す
。
○
鉄
治
郎
は
こ
の
後
、
文
化
十
三
年
十
五
歳
、
吉
川
小
右
衛
門
(
一
渓
)
江
画
入
門
。
酒
一
升
、
後
日
持
参
。
同
十
四
年
四
月
、
和
田
愛
之
助
江
素
読
入
門
、
酒
一
升
持
参
。
西
尾
武
吉
様
江
手
跡
指
南
。
文
政
二
年
(
一
八
一
九
)
十
八
歳
、
服
部
甚
作
江
素
読
入
門
、
酒
一
升
持
参
。
九
月
に
は
田
中
倉
吉
様
江
柔
術
入
門
、
野
村
立
伯
様
二
同
伴
、
酒
二
升
持
参
。
文
政
六
年
八
月
二
十
二
歳
、
貞
蔵
(鉄
治
郎
十
八
歳
元
服
後
の
名
)
丹
羽
作
二
様
江
素
読
入
門
。
同
八
年
閏
八
月
、
二
十
四
歳
、
藤
間
勘
吉
江
三
弦
入
門
が
た
ど
れ
る
。
手
習
、
算
盤
、
画
、
素
読
、
手
跡
、
柔
術
な
ど
、
広
い
領
域
に
わ
た
る
学
習
が
あ
る
。
○
保
太
郎
(貸
本
屋
大
惣
三
代
目
の
一
男
)
天
保
十
年
(
一
八
三
九
)
十
一
月
十
歳
、
野
村
門
人
左
中
様
江
素
読
入
門
。
○
恒
治
郎
(三
代
目
の
二
男
。
後
の
貸
本
屋
大
惣
四
代
目
)
天
保
十
三
年
二
月
初
午
、
八
歳
の
時
、
安
井
様
江
手
習
入
門
。
酒
一
升
持
参
。
保
太
郎
百
文
持
参
。
同
十
四
年
正
月
、
保
太
郎
十
四
歳
、
吉
川
楽
平
様
江
素
読
、
算
法
入
門
。
恒
治
郎
九
歳
、
同
断
。
同
日
、
素
読
ば
か
り
入
門
。
保
太
郎
、
同
月
二
十
九
日
、
中
川
彦
八
様
江
謡
再
入
門
(始
め
て
入
門
か
)
。
恒
治
郎
に
も
同
断
。
○
保
太
郎
弘
化
元
年
(
一
八
四
四
)
正
月
十
五
歳
、
山
本
辰
吉
様
江
素
読
、
算
盤
入
門
。
恒
治
郎
十
歳
、
同
断
。
素
読
輪
語
入
門
。
酒
さ
ら
え
二
升
持
参
。
と
め
四
月
七
歳
、
お
栄
様
江
琴
入
門
、
十
月
、
復
習
に
初
め
て
出
る
。
と
め
九
月
、
安
井
様
江
手
習
入
門
、
京
九
ノ
酒
一
升
持
参
。
八
月
、
保
太
郎
十
六
歳
、
恒
治
郎
十
一
歳
、
舟
橋
正
真
江
素
読
入
門
。
○
と
め
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
)
二
月
十
五
歳
、
胡
弓
を
下
の
町
善
恵
都
に
て
始
め
る
。
ま
た
、
安
井
様
江
手
習
入
門
。
こ
う
七
月
九
歳
、
安
井
様
手
習
(内習
)
入
門
。
同
六
年
正
月
二
十
八
日
よ
り
、
こ
う
善
恵
都
江
三
味
線
稽
古
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
内
習
の
所
、
二
月
よ
り
安
井
様
江
手
跡
稽
古
入
門
。
○
貞
三
郎
安
政
元
年
(
一
八
五
四
)
正
月
七
歳
、
安
井
様
江
手
習
入
門
。
貞
三
郎
同
二
年
八
月
、
平
田
新
次
郎
様
江
学
問
入
門
。
大
学
(家
仁
ア
レ
バ
よ
り
始
め
)。
○
こ
う
安
政
三
年
正
月
十
三
歳
、
善
恵
都
に
て
胡
弓
始
め
る
。
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江
仕
立
物
入
門
。
貞
三
郎
二
月
九
歳
、
福
伝
様
江
謡
入
門
。
貞
三
郎
九
月
、
丹
羽
啓
二
様
江
論
語
入
門
(記
ノ
捲
)
、
御
同
人
江
手
習
。
○
安
治
、
安
政
六
年
七
月
、
加
藤
栄
蔵
様
江
算
学
入
門
。
引
用
は
三
世
代
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
。
丁
稚
奉
公
に
出
な
い
で
、
家
庭
に
い
る
子
供
が
、
男
女
に
限
ら
ず
、
八
、
九
歳
を
過
ぎ
る
と
手
習
い
学
問
を
始
め
、
諸
芸
能
を
身
に
つ
け
て
い
く
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
開
府
以
来
六
世
代
目
以
降
に
も
な
る
と
、
庶
民
が
学
習
学
問
を
し
、
諸
芸
能
も
身
に
つ
け
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
察
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
三
、
学
習
・
学
問
を
す
る
理
由
は
何
か
そ
れ
で
は
、
庶
民
が
学
習
学
問
を
す
る
理
由
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
知
る
に
は
寛
政
十
二
年
(
一
八
〇
〇
)
『童
学
重
宝
記
』
の
「初
登
山
手
習
教
訓
書
」
の
記
事
を
紹
介
す
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
し
よ
と
う
ざ
ん
う
。
「
初
登
山
」
と
は
、
子
供
が
読
み
書
き
を
習
う
た
め
に
始
め
て
寺
子
屋
入
り
す
る
の
を
言
う
の
で
あ
る
が
、
広
く
学
問
を
志
す
者
に
も
通
じ
る
心
構
え
と
し
て
紹
介
し
た
い
の
で
あ
る
。
元
は
漢
文
で
振
り
仮
名
が
つ
い
て
い
る
の
を
、
通
行
の
読
み
下
し
文
に
し
た
。
い
で
た
ち
初
登
山
手
習
教
訓
書
/
右
、
大
体
は
合
戦
の
出
立
に
異
な
ら
ず
。
い
か
ん
そ
の
故
如
何
と
な
れ
ば
、
初
心
の
児
童
登
山
の
時
は
、
武
士
の
戦
場
に
向
か
う
が
如
く
、
師
匠
は
大
将
軍
の
如
し
。
硯
・
墨
・
う
ち
も
の
紙
等
は
武
具
の
類
な
り
。
卓
机
は
城
郭
の
如
し
。
筆
は
打
物
(武
器
)
の
太
刀
・
長
刀
の
如
し
。
い
ち
文
字
、
一
々
書
き
浮
か
み
、
習
い
覚
ゆ
る
事
、
譬
え
ぼ
武
士
一
に
ん
た
て
こ
も
人
し
て
、
大
勢
楯
籠
る
城
郭
に
忍
び
入
り
、
大
敵
を
亡
す
事
、
猶
以
っ
て
一
大
事
な
り
。
然
り
と
雖
も
、
名
を
天
下
に
顕
し
、
他
の
所
領
を
知
行
し
て
、
一
身
立
つ
の
み
に
非
ず
、
従
類
・
眷
ゆ
み
や
族
を
扶
持
致
す
事
、
弓
箭
の
高
名
、
末
代
の
面
目
な
り
。
う
ち
又
手
習
・
学
問
の
少
人
、
手
本
は
必
ず
敵
に
向
う
が
如
し
。
打
も
の物
の
筆
を
以
て
習
い
取
り
、
現
当
の
所
領
、
知
行
す
べ
き
な
り
。
こ
れ
に
依
っ
て
、
文
字
一
々
勢
力
を
励
ま
し
、
才
智
芸
能
、
人
に
勝
れ
た
る
者
は
、
諸
人
こ
れ
を
尊
ん
で
賞
玩
す
。
金
銀
米
銭
ま
か
願
わ
ず
し
て
蔵
に
満
つ
。
七
珍
万
宝
貯
え
ず
し
て
、
心
に
任
す
る
も
の
な
り
。
そ
が
く
と
も
が
ら
も
し
又
、
疎
学
・
不
用
の
輩
に
於
て
は
、
そ
の
身
ば
か
り
の
恥
く
だ
た
辱
に
非
ず
、
師
匠
・
父
母
の
名
を
腐
す
な
り
。
年
闌
け
老
い
来
し
た
が
り
て
後
悔
千
万
な
り
。
幼
稚
の
時
、
師
命
に
随
わ
ず
、
親
の
仰
せ
を
恐
れ
ず
、
未
練
第
一
に
し
て
寺
を
逃
げ
下
り
、
一
文
一
字
を
学
ば
ざ
る
は
、
譬
え
ば
宝
の
山
に
登
り
、
空
し
く
金
玉
を
得
ざ
る
が
如
し
。
芸
能
無
き
故
に
、
毎
座
赤
面
至
極
な
り
。
才
智
無
き
故
に
、
所
々
に
於
い
て
、
万
人
の
誹
謗
を
受
く
る
も
の
な
り
。
は
た
ま
た
敵
陣
に
向
う
武
士
の
臆
病
第
一
に
し
て
、
合
戦
の
が
き
よ
の
場
を
逃
げ
れ
ば
、
そ
の
恥
辱
一
期
の
間
遁
れ
難
く
、
雪
め
難
く
、
自
然
に
家
を
失
い
、
所
領
を
失
い
、
身
の
立
ち
所
を
無
く
か何はと問学S民庶世近43　
せ
ん
と
う
し
て
、
武
旦
ハの
類
を
持
た
ざ
る
は
、
諸
人
の
先
途
に
立
ち
難
き
も
の
な
り
。
か
る
が
ゆ
え
然
る
間
、
合
戦
と
手
習
と
、
こ
こ
を
以
っ
て
同
事
か
。
故
に
、
な
げ
う
初
学
初
心
の
児
童
等
、
先
ず
此
の
理
を
専
ら
に
し
、
万
事
を
拗
そ
も
そ
っ
て
手
習
学
文
致
す
べ
き
も
の
な
り
。
抑
も
文
武
二
道
に
達
す
る
者
、
天
下
に
名
を
揚
げ
、
四
海
に
徳
を
顕
し
、
才
智
芸
能
有
る
故
に
、
上
古
末
代
の
名
人
と
聞
ゆ
る
こ
と
有
る
べ
き
も
の
な
り
。
大
略
、
此
の
趣
を
以
て
心
の
有
る
少
人
は
、
諸
道
芸
能
を
嗜
む
く
だ
ん
べ
き
も
の
な
り
。
仮
っ
て
教
訓
書
、
件
の
如
し
。
こ
の
文
章
の
理
解
に
は
江
戸
時
代
特
有
の
社
会
・
道
徳
・
価
値
観
を
認
識
し
た
上
で
、
そ
の
趣
旨
を
汲
み
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
代
の
価
値
判
断
で
、
「
(学
問
し
て
)
名
を
天
下
に
顕
し
、
他
の
所
領
を
知
行
し
て
、
一
身
立
つ
の
み
に
非
ず
、
従
類
・
眷
族
を
扶
持
致
ゆ
み
や
す
事
、
弓
箭
の
高
名
、
末
代
の
面
目
な
り
」
等
、
こ
れ
に
類
す
る
文
章
を
時
代
錯
誤
も
甚
だ
し
い
等
と
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
理
解
す
べ
き
こ
と
は
、
「手
習
・
学
問
の
少
人
、
手
本
は
必
ず
敵
に
向
う
が
う
ち
も
の
如
し
。
打
物
の
筆
を
以
て
習
い
取
り
」
と
い
う
、
手
習
・
学
問
の
必
な
げ
う
修
精
神
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
「万
事
を
拗
っ
て
手
習
学
文
致
す
べ
き
そ
も
そ
も
の
な
り
。
抑
も
文
武
二
道
に
達
す
る
者
、
天
下
に
名
を
揚
げ
、
四
海
に
徳
を
顕
し
、
才
智
芸
能
有
る
故
に
、
上
古
末
代
の
名
人
と
聞
ゆ
み
な
ぎ
る
こ
と
有
る
べ
き
も
の
な
り
」
と
い
う
、
漲
る
向
上
の
精
神
で
あ
り
、
強
烈
な
学
問
達
成
意
識
で
あ
る
。
こ
こ
に
家
中
心
、
立
身
出
世
主
義
、
面
目
を
施
し
、
恥
を
掻
か
ぬ
等
の
道
徳
や
価
値
観
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
時
代
を
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
弁
え
さ
せ
る
た
め
の
教
訓
状
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
学
習
や
学
問
の
必
修
精
神
は
広
く
共
通
す
る
時
代
の
精
神
で
あ
っ
た
。四
、
学
習
・
学
問
の
究
極
の
目
標
は
何
か
庶
民
に
と
っ
て
の
学
習
・
学
問
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
職
に
必
要
な
知
識
技
能
、
加
え
て
教
養
と
し
て
の
諸
芸
能
を
身
に
つ
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
学
習
・
学
問
に
は
常
に
理
念
や
精
神
が
包
含
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
現
代
に
も
続
く
常
識
的
な
理
念
や
精
神
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
逆
に
言
え
ぼ
そ
れ
は
、
常
識
と
な
る
ほ
ど
徹
底
し
て
確
立
さ
れ
た
理
念
や
精
神
で
あ
っ
た
。
寛
永
十
五
年
(
一
六
三
八
)
『清
水
物
語
』
は
開
府
よ
り
三
十
年
を
経
過
し
て
成
立
し
た
仮
名
草
子
で
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
文
章
の
よ
き
を
好
む
人
は
、
三
史
文
選
を
見
る
べ
し
。
道
を
知
ら
ん
と
願
は
ば
、
四
書
五
経
を
学
ぶ
べ
し
。
和
歌
の
言
葉
続
き
を
玩
ば
む
人
は
、
源
氏
物
語
の
類
を
読
む
べ
し
。
引
き
事
の
面
白
き
に
は
、
昔
よ
り
こ
の
か
た
記
し
置
き
た
る
和
歌
草
紙
に
、
諸
子
百
家
の
事
、
仏
経
な
ど
引
き
合
せ
た
る
多
し
。
学
文
と
い
へ
ば
、
古
き
双
紙
を
読
む
ば
か
り
学
文
と
思
は
れ
候
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や
。
其
れ
も
学
び
に
て
な
き
と
は
申
さ
れ
ず
候
へ
ど
も
(中
略
)、
学
文
と
云
は
、
道
理
と
無
理
と
を
知
り
分
け
、
身
の
行
ひ
を
能
く
せ
ん
が
為
に
て
候
。
こ
こ
で
は
、
学
文
(問
)
が
知
識
教
養
を
身
に
つ
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
よ
っ
て
そ
の
方
面
の
教
科
書
と
な
る
べ
き
手
本
の
あ
る
こ
と
を
例
示
し
た
後
、
結
論
と
し
て
、
「学
文
と
云
は
、
道
理
と
無
理
と
を
知
り
分
け
、
身
の
行
ひ
を
能
く
せ
ん
が
為
に
て
候
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
知
識
教
養
を
学
び
取
る
こ
と
も
学
文
お
こ
な
で
あ
る
が
、
究
極
は
身
の
行
い
を
よ
く
す
る
た
め
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
断
定
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
趣
旨
は
、
現
実
的
・
実
際
的
な
思
想
と
し
て
、
啓
蒙
教
化
の
諸
書
を
貫
く
精
神
で
あ
り
、
以
後
も
挙
例
に
事
欠
か
な
い
。
開
府
よ
り
百
年
、
三
世
代
も
過
ぎ
る
と
、
啓
蒙
学
者
た
ち
の
活
躍
は
一
層
盛
ん
に
な
り
、
学
問
修
身
論
は
さ
ら
に
具
体
的
に
展
開
さ
れ
る
。
そ
の
代
表
は
貝
原
益
軒
(正
徳
四
年
〈
一
七
一
四
〉
、
八
十
五
歳
没
)
の
各
種
の
啓
蒙
教
訓
書
に
代
表
さ
れ
る
。
宝
永
三
年
(
一
七
〇
六
)
『初
学
訓
・
三
』
の
記
事
を
解
説
し
な
が
ら
紹
介
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
「学
問
の
道
は
、
善
を
行
い
悪
を
去
る
の
を
旨
と
す
る
。
学
ん
で
書
物
を
読
ん
で
も
、
善
を
好
ま
ず
行
わ
な
け
れ
ば
、
何
の
用
も
な
い
。
我
が
身
の
過
ち
を
改
め
、
悪
を
去
っ
て
善
を
行
い
、
殊
に
孝
悌
(親
に
真
心
を
以
て
仕
え
、
兄
弟
を
敬
愛
す
る
こ
と
)
を
本
と
し
て
、
人
倫
(人
間
)
を
憐
れ
み
、
そ
の
分
に
応
じ
て
人
に
施
し
を
し
て
救
い
、
そ
の
位
に
従
っ
て
人
を
敬
え
L
と
ま
ず
説
い
て
、
「
(学
問
の
)
目
当
て
は
、
君
子
(人
格
の
高
い
人
)
と
な
る
こ
と
を
期
す
る
を
以
て
志
と
せ
よ
。
そ
う
で
な
く
て
、
才
学
(才
智
と
学
あ
な
ど
問
)
の
み
に
心
を
用
い
る
と
、
こ
れ
だ
け
で
自
ら
誇
り
、
人
を
侮
る
た
め
、
書
物
を
読
ま
な
い
時
よ
り
心
ざ
ま
(性
格
)
は
か
え
っ
て
悪
く
な
っ
て
行
く
」
と
、
学
問
を
人
に
誇
っ
た
り
、
人
を
見
く
び
っ
た
り
す
る
こ
と
を
戒
め
た
上
で
、
「学
問
は
古
の
聖
人
(知
徳
の
秀
れ
た
孔
子
等
)
賢
人
(聖
人
に
次
ぐ
有
徳
の
人
)
を
師
と
し
て
、
五
常
(儒
教
で
人
の
守
る
べ
き
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
を
い
う
)
を
心
に
保
持
し
、
五
倫
(親
・
義
・
別
・
序
・
信
)
を
実
践
し
、
次
に
天
下
万
物
の
道
理
を
究
め
、
古
今
の
事
に
通
じ
て
、
我
が
心
の
知
を
開
く
道
で
あ
る
。
大
体
諸
々
の
卑
し
い
小
芸
能
で
さ
え
み
な
師
匠
が
い
る
。
稽
古
し
努
力
し
て
学
び
、
長
く
か
か
っ
て
後
、
そ
の
技
芸
を
習
い
取
る
の
が
道
理
で
あ
る
。
ま
し
て
学
問
は
我
が
身
を
修
め
、
多
大
の
道
理
を
知
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、
師
匠
が
な
く
、
学
問
が
な
く
て
は
、
ど
れ
ほ
ど
生
れ
つ
き
才
能
が
あ
っ
て
も
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
を
一
人
だ
け
で
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
」
と
努
力
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
学
問
は
身
を
修
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
昔
の
聖
人
・
賢
人
を
師
匠
と
し
て
、
努
力
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
と
力
説
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
宝
永
五
年
(
一
七
〇
八
)
『大
和
俗
訓
』
に
は
、
学
問
に
か何はと問学6̀民庶世近45　
つ
い
て
次
の
よ
う
な
具
体
的
な
記
事
が
あ
る
。
「学
問
は
筋
が
多
い
。
訓
詁
の
学
が
あ
る
。
記
誦
の
学
が
あ
る
。
詞
章
の
学
が
あ
る
。
儒
者
の
学
が
あ
る
。
訓
詁
の
学
と
は
、
聖
人
の
書
の
文
義
を
詳
し
く
知
る
こ
と
に
努
め
る
こ
と
を
い
う
。
記
誦
の
学
と
は
、
広
く
古
今
の
書
を
読
み
、
故
事
事
跡
を
覚
え
る
こ
と
を
い
う
。
詞
章
の
学
と
は
、
詩
文
を
作
る
こ
と
を
い
う
。
儒
者
の
学
と
は
、
天
・
地
・
人
の
道
に
通
じ
て
、
身
を
修
め
、
人
を
修
め
る
道
を
知
る
こ
と
を
い
う
。
学
問
を
す
る
な
ら
、
儒
者
の
学
を
す
る
と
よ
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
断
続
し
て
続
く
。
「学
問
の
法
は
、
知
・
行
の
二
を
肝
要
と
す
る
。
こ
の
二
を
努
め
る
の
を
、
致
知
・
力
行
と
す
る
。
致
知
と
い
う
の
は
知
る
こ
と
を
究
め
る
こ
と
で
あ
る
。
力
行
と
は
、
行
う
こ
と
を
努
め
る
こ
と
で
あ
る
」。
ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。
「知
・
行
の
二
つ
の
工
夫
を
、
つ
ま
が
細
か
に
分
つ
と
五
つ
あ
る
。
中
庸
に
い
う
。
博
く
学
び
、
審
ら
か
に
つ
つ
し
わ
き
ま
あ
つ
問
い
、
慎
ん
で
思
い
、
明
ら
か
に
弁
え
、
篤
く
行
う
。
こ
れ
は
道
を
知
っ
て
行
う
工
夫
で
、
学
問
の
法
で
あ
る
」
。
「書
物
を
読
む
な
ら
、
我
が
身
に
受
用
す
る
こ
と
を
専
一
に
し
、
志
す
べ
き
で
あ
る
。
受
用
と
は
、
書
物
に
記
し
て
あ
る
聖
人
の
教
え
を
、
我
が
身
に
受
け
用
い
て
守
り
行
い
、
用
に
立
つ
る
を
い
う
。
も
し
書
物
を
読
み
、
義
理
を
聞
い
て
も
、
身
に
受
け
用
い
な
い
で
い
た
ず
ら
行
わ
な
け
れ
ば
、
何
の
益
も
な
い
悪
戯
ご
と
で
あ
る
」
。
こ
の
こ
と
は
、
元
禄
八
年
(
=
ハ
九
五
)
『世
話
重
宝
記
・
一
』
に
、
「論
語
読
み
の
論
語
読
ま
ず
と
い
う
世
話
(俗
言
)
は
、
論
語
を
読
ん
で
聖
人
の
道
を
知
っ
て
も
、
そ
の
身
に
行
う
こ
と
を
知
ら
な
い
者
の
譬
え
で
あ
る
。
身
に
行
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
論
語
の
そ
よ
み
わ
き
ま
素
読
も
知
ら
ず
に
、
聖
人
の
道
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
さ
え
弁
え
ぬ
者
は
世
の
中
に
多
い
。
こ
れ
を
論
語
読
ま
ず
の
論
語
読
ま
ず
と
か
言
う
の
で
あ
ろ
う
L
と
あ
る
。
以
上
は
、
学
習
・
学
問
の
究
極
の
目
標
は
、
学
ん
だ
知
識
を
実
行
し
て
は
じ
め
て
学
問
に
な
る
と
い
う
大
原
則
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
五
、
原
則
的
な
教
科
課
程
究
極
の
学
問
と
は
、
聖
人
賢
人
の
書
物
に
つ
い
て
、
そ
の
説
く
所
を
理
解
し
て
実
行
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
聖
人
賢
人
の
書
物
を
ど
う
読
ん
だ
ら
よ
い
の
か
、
い
わ
ば
そ
の
教
科
課
程
に
つ
い
て
も
大
方
整
え
ら
れ
て
い
た
。
前
出
の
『大
和
俗
訓
・
三
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「初
学
の
人
は
、
書
物
を
読
む
に
は
、
ま
ず
四
書
(大
学
.
中
庸
・
論
語
・
孟
子
)
を
熟
読
し
、
ま
た
五
経
(易
経
・
詩
経
〈
毛
詩
〉
・
書
経
〈尚
書
〉
・
春
秋
・
礼
記
)
を
よ
く
読
む
と
よ
い
。
五
経
は
上
代
の
聖
人
の
教
え
で
あ
る
。
文
字
の
祖
、
義
理
の
宗
と
い
っ
て
、
文
字
の
始
め
、
義
理
の
教
え
の
本
で
あ
る
。
四
書
は
孔
門
の
教
え
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
む
と
、
目
の
前
に
聖
・
賢
の
教
え
を
聞
く
よ
う
で
あ
る
。
尊
ぶ
が
よ
い
。
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文
章
の
意
味
が
ど
う
に
か
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
四
書
の
註
、
大
学
・
中
庸
の
或
問
(問
に
答
え
る
形
式
で
自
説
を
主
張
す
る
形
式
の
本
)
を
見
て
、
そ
の
後
で
五
経
の
註
を
見
る
の
が
よ
い
。
次
に
周
し
ゅ
う
と
ん
い
て
い
こ
う
て
い
い
(
周
敦
頤
)、
程
(程
顳
・
程
頤
)、
張
(張
載
)
、
朱
(朱
熹
)
の
四
家
の
書
物
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。
て
い
こ
う
半
ぼ
に
至
っ
て
、
程
朱
の
書
物
(程
朱
学
の
本
。
上
述
の
程
頴
・
て
い
い
程
頤
、
朱
熹
の
本
)
を
読
む
べ
き
で
あ
る
。
殊
に
小
学
の
書
物
は
身
を
修
め
る
大
法
を
記
し
て
い
る
。
人
倫
(人
間
)
の
道
は
ほ
ぼ
尽
さ
れ
て
い
る
。
早
く
読
ん
で
、
そ
の
意
味
を
習
い
、
知
る
の
が
よ
い
。
ま
た
歴
代
の
史
、
左
伝
、
史
記
、
朱
子
、
通
鑑
綱
目
を
見
る
の
が
よ
い
。
こ
れ
は
道
を
知
り
、
古
今
に
通
ず
る
学
問
の
方
法
で
あ
る
。
経
(四
書
五
経
等
の
儒
学
書
)、
伝
(経
書
の
注
解
書
)
、
歴
代
の
史
書
に
通
じ
た
ら
、
天
下
古
今
の
こ
と
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
聖
人
の
書
物
を
経
と
い
う
。
経
と
は
常
で
あ
る
。
聖
人
の
言
は
万
世
の
常
道
で
あ
る
。
賢
人
の
書
物
を
伝
と
い
う
。
伝
と
は
聖
人
の
道
を
述
べ
、
後
代
に
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。
四
書
五
経
は
経
で
あ
る
。
そ
の
注
な
ら
び
に
周
・
程
・
張
・
朱
の
書
は
伝
で
あ
る
。
歴
代
の
事
を
記
し
た
書
物
を
史
と
い
う
。
記
録
の
こ
と
で
あ
る
。
子
は
、
苟
子
、
楊
子
、
淮
南
子
、
説
苑
、
文
中
子
等
の
諸
子
の
書
物
を
い
う
。
こ
れ
は
程
朱
の
書
物
の
よ
う
に
道
理
が
精
明
で
は
な
い
が
、
経
書
の
義
理
を
助
け
る
益
が
あ
る
。
見
る
べ
き
で
あ
る
。
集
は
諸
家
の
文
章
等
の
書
物
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
義
理
を
説
き
、
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
経
・
史
・
子
・
集
の
四
つ
の
書
物
は
本
末
軽
重
は
あ
っ
て
も
、
み
な
学
問
の
た
め
に
用
い
る
書
物
で
あ
る
。
道
を
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
経
学
を
専
ら
と
し
て
一
生
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
次
に
史
学
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
そ
の
益
は
大
き
い
。
次
に
諸
子
の
諸
集
を
見
る
と
よ
い
L。
長
い
引
用
に
な
っ
た
が
、
言
う
と
こ
ろ
は
初
学
の
人
は
ま
ず
四
書
五
経
を
読
ん
で
、
そ
の
後
に
そ
の
注
解
書
を
読
み
、
さ
ら
に
歴
史
書
、
諸
子
の
書
物
、
諸
家
の
文
章
へ
と
読
み
進
め
る
と
よ
い
と
説
く
の
で
あ
る
。
そ
の
究
極
の
目
的
は
義
理
(意
味
)
を
理
解
し
て
身
に
付
け
、
実
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
読
書
法
は
伝
統
的
正
当
な
読
書
法
と
し
て
、
修
正
さ
れ
な
が
ら
も
広
く
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
例
え
ぼ
嘉
永
三
年
(
一
八
五
〇
)
写
本
『読
書
矩
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
入
門
之
学
・
・
四
書
集
註
、
史
記
、
漢
書
、
三
国
志
、
荘
子
な
ど
。
上
堂
之
学
・
・
論
語
古
註
、
通
鑑
綱
目
、
大
日
本
史
な
ど
。
入
室
之
学
・
・
宋
史
、
白
楽
天
集
、
平
家
物
語
、
大
平
記
な
ど
。
入
門
は
門
に
入
っ
て
師
に
つ
く
こ
と
、
上
堂
は
堂
に
上
が
っ
て
受
講
す
る
こ
と
、
入
室
は
奥
の
間
に
入
る
こ
と
で
、
学
問
の
奥
義
に
達
か何はと問学6̀民庶世近47H
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
学
問
階
梯
を
現
わ
し
、
そ
の
段
階
で
の
学
ぶ
べ
き
代
表
的
書
物
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
六
、
庶
民
の
自
学
自
習
の
教
科
課
程
江
戸
中
期
、
開
府
以
来
五
世
代
目
に
も
な
る
と
、
識
字
能
力
を
身
に
つ
け
た
庶
民
対
象
の
自
学
自
習
の
啓
蒙
教
化
書
が
出
現
、
そ
こ
に
は
根
本
的
に
異
な
る
全
く
別
な
教
科
課
程
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
教
科
課
程
は
概
観
し
て
き
た
よ
う
な
教
科
課
程
と
は
反
対
の
過
程
を
た
ど
る
の
で
あ
る
が
、
聖
人
賢
人
の
道
を
受
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
何
も
変
り
は
な
い
。
そ
の
代
表
と
し
て
明
和
三
年
(
一
七
六
六
)
『
間
合
早
学
問
』
と
安
永
六
年
(
一
七
七
七
)
『女
早
学
問
』
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
編
著
者
は
両
書
と
も
大
江
玄
圃
(寛
政
六
年
△
七
七
九
〉
、
六
十
六
歳
没
)
で
あ
る
。
引
用
は
ま
た
長
く
な
る
が
、
先
ず
『間
合
早
学
問
』
か
ら
紹
介
し
て
み
よ
う
。
「学
問
大
意
/
そ
れ
学
問
と
は
、
書
物
を
読
ん
で
古
の
聖
人
の
道
お
く
ふ
か
き
く
わ
し
き
り
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
深
奥
精
微
理
を
究
る
こ
と
は
た
や
す
ふ
つ
つ
か
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
ま
る
で
全
く
学
問
の
な
い
の
は
不
束
(社
会
性
や
品
格
に
欠
け
る
)
な
の
で
、
人
と
生
ま
れ
て
は
少
し
は
覚
え
た
い
も
の
で
あ
る
。
誰
で
あ
っ
て
も
少
し
学
ぶ
と
万
事
に
都
合
の
よ
い
も
の
で
、
人
柄
も
言
葉
も
美
し
く
、
人
に
敬
わ
れ
る
。
そ
れ
故
孔
子
は
、
行
い
に
余
力
が
あ
れ
ぼ
文
を
学
べ
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味
は
、
士
農
工
商
と
も
に
、
家
業
の
暇
に
は
ひ
た
す
ら
学
問
せ
よ
、
と
教
え
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
L。
「学
問
捷
径
(は
や
み
ち
)
/
世
に
学
問
と
い
え
ば
、
広
大
高
明
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
今
日
の
凡
夫
(普
通
の
人
)
が
仮
に
も
窺
え
る
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
、
少
し
も
立
ち
寄
ら
な
い
の
は
、
そ
の
近
道
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
仮
に
も
学
問
に
志
し
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
仮
名
書
の
軍
書
、
あ
る
い
は
通
俗
三
国
志
(中
国
白
話
小
説
三
国
志
演
義
の
翻
訳
)
等
の
類
を
ひ
た
す
ら
に
よ
む
と
よ
い
。
通
俗
物
の
類
を
多
く
読
ん
で
い
く
と
文
字
も
よ
っ
ぽ
ど
覚
え
る
。
そ
れ
か
ら
蒙
求
、
史
記
を
読
む
と
よ
い
。
蒙
求
、
史
記
を
読
み
終
わ
っ
た
ら
、
四
書
五
経
を
読
む
と
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
努
力
す
る
と
、
大
方
読
め
る
も
の
で
あ
る
。
か
た
わ
そ
の
読
み
難
い
所
が
あ
れ
ば
、
字
引
を
傍
ら
に
置
き
、
ひ
た
す
ら
字
引
で
引
い
て
読
む
と
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
怠
ら
ず
に
読
む
と
、
い
つ
と
な
く
書
物
の
義
理
(意
味
)
も
明
ら
か
に
分
る
も
の
で
あ
る
」
。こ
の
『問
合
早
学
問
』
に
は
、
読
み
や
す
い
興
味
を
引
く
仮
名
書
き
の
軍
書
や
通
俗
三
国
志
を
読
ん
で
、
蒙
求
や
史
記
を
経
て
、
四
書
五
経
に
至
る
と
い
う
、
従
来
と
は
全
く
逆
方
向
の
教
科
課
程
が
示
さ
れ
て
い
る
。
四
書
五
経
が
究
極
の
対
象
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
読
解
に
必
要
な
文
字
を
覚
え
る
に
は
読
み
や
す
い
仮
名
書
き
の
軍
書
か
ら
始
め
る
と
い
う
の
が
特
色
で
あ
る
。
こ
れ
　4　
は
学
問
入
学
が
素
読
に
始
ま
る
寺
小
屋
教
育
に
よ
る
識
字
法
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
初
歩
的
な
識
字
能
力
を
身
に
つ
け
た
庶
民
が
自
学
自
習
を
前
提
と
す
る
相
違
と
思
わ
れ
る
が
、
新
時
代
に
対
応
し
た
合
理
的
な
方
法
で
あ
っ
た
。
『女
早
学
問
』
に
も
同
じ
よ
う
な
早
道
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「学
問
捷
径
/
古
の
聖
人
が
正
し
い
道
を
説
か
れ
た
書
物
を
読
ん
で
、
周
公
・
孔
子
の
尊
い
道
を
学
ぶ
の
を
学
問
と
い
う
の
で
あ
る
。
男
子
も
女
子
も
皆
学
問
す
べ
き
な
の
に
、
こ
の
国
の
習
し
で
は
な
い
が
、
若
い
男
子
が
学
問
す
る
の
は
稀
で
あ
る
。
女
子
は
な
お
そ
の
上
に
学
問
し
な
い
者
の
よ
う
に
心
得
て
、
唐
土
(中
国
)
の
正
し
い
本
を
読
ま
ず
、
あ
の
物
語
・
草
紙
な
ど
の
戯
れ
た
本
を
多
く
読
み
、
そ
れ
以
下
の
者
は
年
々
作
り
出
さ
れ
る
浄
瑠
璃
.
歌
舞
伎
な
ど
い
う
物
を
好
ん
で
、
も
っ
た
い
な
く
月
日
を
送
る
の
は
浅
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
物
語
・
草
紙
・
浄
瑠
璃
・
小
歌
の
類
は
幼
い
女
の
玩
ぶ
も
の
で
は
な
い
」。
女
子
の
究
極
の
学
問
も
同
じ
で
、
周
公
・
孔
子
の
尊
い
道
を
学
ぶ
こ
と
を
学
問
と
い
う
の
で
あ
り
、
女
子
が
好
ん
で
読
ん
だ
と
さ
れ
る
物
語
.
草
紙
・
浄
瑠
璃
・
小
歌
の
類
を
認
め
ず
、
学
問
と
慰
み
の
読
書
を
区
別
し
て
、
慰
み
の
読
書
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
安
永
十
年
(
一
七
八
一
)
『文
章
指
南
調
法
記
・
四
』
で
も
同
じ
で
、
い
わ
ゆ
る
仮
名
書
の
初
歩
的
入
門
書
的
な
書
物
か
ら
始
め
て
、
究
極
の
四
書
五
経
に
至
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
入
学
文
章
/
幼
き
女
の
読
む
べ
き
書
物
は
和
論
語
、
女
四
書
、
女
大
学
、
大
和
小
学
、
翁
草
を
よ
し
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
を
読
み
覚
え
て
、
後
に
は
四
書
五
経
、
孝
教
、
烈
女
な
ど
も
読
ん
で
、
古
の
賢
女
の
正
し
い
行
い
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
」
と
あ
り
、
続
け
て
四
書
五
経
の
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
簡
潔
な
評
語
で
、
人
間
の
道
を
記
す
書
物
と
し
て
解
説
し
て
い
る
。
大
学
劬
睦
諺
る勣
翫
論
語
α
升
鞴
凝
%
諌
紘
孟
子
-
鞴
独
崢
鵬
冗
儀
砌
中
庸
叨
禰
の秩
噂
髄
小
学
酵
嬲
嬬
唏
近
思
録
椥
而
迎
殤
砧
融
易
嫉
鑽
嬲
書
経
砧
毅
貔
詩
経
袈
の隸
礼
記
縅
蘇
護
題
魏
嘆
～
翻
春
秋
吼
姫
呶
好
腿
右
の
書
籍
は
あ
な
が
ち
一
章
毎
の
穿
鑿
に
は
及
ば
な
い
。
=
言三
句
の
肝
要
を
体
認
(こ
こ
ろ
に
と
ど
め
て
)
な
さ
る
な
ら
ば
、
一
生
の
受
用
、
不
足
は
な
い
と
承
っ
て
い
ま
す
L
と
あ
る
。
開
府
以
来
五
世
代
目
以
降
に
も
な
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
識
字
能
力
を
身
に
つ
け
た
庶
民
の
自
学
自
習
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い
て
、
教
科
課
程
も
庶
民
の
読
み
や
す
い
興
味
あ
る
書
物
か
ら
読
み
始
め
、
四
書
五
経
に
た
ど
り
つ
く
よ
う
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
七
、
教
材
は
出
版
本
屋
の
製
作
出
版
物
啓
蒙
教
化
に
努
め
る
儒
学
者
た
ち
は
、
庶
民
に
学
習
学
問
の
大
切
さ
を
教
え
、
究
極
は
人
間
の
修
身
と
し
て
説
き
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
教
化
課
程
を
持
っ
て
い
た
。
一
方
、
庶
民
が
識
字
能
力
を
身
に
か何はと問学S民庶世近49H
つ
け
、
さ
ら
に
知
識
や
学
問
を
増
進
さ
せ
る
に
は
、
そ
の
た
め
の
教
科
書
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
教
科
書
製
作
を
担
当
し
た
の
が
出
版
本
屋
で
あ
る
。
出
版
本
屋
は
不
特
定
多
数
の
不
確
実
な
読
者
を
目
当
て
に
、
諸
状
況
を
判
断
し
な
が
ら
企
画
・
編
輯
.
出
版
す
る
の
で
あ
る
が
、
世
代
を
重
ね
て
読
書
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
新
し
い
庶
民
読
者
を
掘
り
起
し
標
的
に
す
る
の
が
、
誕
生
以
来
の
方
向
で
あ
る
。
よ
み
か
き
そ
ろ
ば
ん
し
た
が
っ
て
出
版
分
野
を
日
常
実
用
の
読
書
算
盤
の
自
学
自
習
書
、
各
種
の
入
門
案
内
書
、
あ
る
い
は
娯
楽
書
と
す
る
の
は
必
然
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
例
え
ば
重
宝
記
の
類
の
出
版
が
あ
っ
た
。
重
宝
記
の
流
行
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『重
宝
記
の
鯛
方
記
』
(平
成
十
七
年
、
臨
川
書
店
)
に
約
四
百
点
を
調
査
し
て
年
表
を
作
成
し
解
説
を
し
て
い
る
が
、
重
宝
記
の
代
表
的
編
著
者
苗
村
丈
伯
の
元
禄
六
年
『男
重
宝
記
・
序
』
に
は
、
出
版
目
的
や
事
情
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
書
林
某
(大
和
屋
勘
七
良
)
が
来
て
歎
美
し
て
言
う
に
は
、
先
に
作
っ
た
女
重
宝
記
五
冊
は
世
の
重
宝
と
し
て
梓
に
鏤
め
(出
版
)、
摺
写
し
て
休
む
暇
も
な
い
。
願
わ
く
は
こ
れ
(女
重
宝
111�
J
に
対
し
て
男
重
宝
記
を
作
れ
と
い
う
。
現
在
、
重
宝
記
と
題
す
る
書
物
は
十
有
余
種
あ
る
。
今
そ
の
汁
を
す
す
っ
て
先
人
の
糟
粕
を
舐
め
る
の
も
み
っ
と
も
な
い
の
で
、
先
書
に
な
い
こ
と
な
ど
を
、
自
分
が
若
年
の
頃
か
ら
聞
き
覚
え
た
ま
ま
に
書
き
集
め
、
童
男
が
知
っ
て
重
宝
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
人
男
子
の
た
め
に
す
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
苗
村
丈
伯
の
『男
重
宝
記
・
序
』
に
記
す
こ
と
を
検
証
す
る
と
、
記
述
は
大
体
確
認
さ
れ
る
。
編
著
述
者
の
苗
村
丈
伯
は
生
没
年
未
詳
で
あ
る
が
、
そ
の
活
動
か
ら
元
禄
七
年
以
降
の
没
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
は
じ
め
彦
根
藩
の
儒
医
で
あ
っ
た
が
、
故
あ
っ
て
致
仕
し
た
後
、
元
禄
期
(
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
)
前
半
に
は
京
都
で
実
用
書
、
俗
解
書
の
編
著
述
を
盛
ん
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
仮
名
草
子
寛
文
七
年
(
一
六
六
七
)
『理
屈
物
語
』
の
ほ
か
、
元
禄
七
年
『年
中
重
宝
記
』
『武
家
重
宝
記
』
な
ど
二
十
数
編
も
の
著
述
が
あ
る
(市
古
夏
生
氏
「
『理
屈
物
語
』
の
作
者
考
」
『
国
文
白
百
合
』
昭
和
三
十
年
三
月
)
。
ま
ず
、
元
禄
六
年
『男
重
宝
記
』
ま
で
の
重
宝
記
の
調
査
を
す
る
と
、
ほ
ぼ
記
述
通
り
で
あ
る
。
も
っ
と
も
古
い
重
宝
記
は
管
見
で
は
寛
文
十
年
(
一
六
七
〇
)
正
月
「於
大
坂
開
板
」
と
あ
る
利
息
計
算
表
を
主
な
内
容
と
す
る
〔寛
文
重
宝
記
〕
で
、
現
在
確
認
さ
れ
る
大
坂
最
初
の
出
版
物
と
な
る
。
天
和
元
年
(
一
六
八
一
)
に
は
『男
女
日
用
重
宝
記
』
再
板
が
あ
り
、
元
禄
十
五
年
『元
禄
大
平
記
.
一
.
一
』
に
『家
内
重
宝
記
』
が
出
来
初
め
て
よ
り
こ
の
か
た
そ
の
類
棟
に
満
ち
牛
に
汗
す
る
ほ
ど
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
『家
内
重
宝
記
』
は
元
禄
二
年
の
板
行
で
あ
る
が
、
森
田
庄
太
郎
板
と
浅
野
弥
兵
衛
板
が
あ
る
。
元
禄
三
年
に
は
『昼
夜
重
宝
記
』
が
三
都
板
で
出
、
同
四
年
に
は
『
(不
断
)
重
宝
記
大
全
』
、
同
五
年
に
は
『万
民
調
宝
記
』
05　
が
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
日
用
の
百
科
全
書
で
あ
り
、
あ
る
い
は
教
養
の
自
習
書
で
も
あ
る
。
一
方
で
は
特
定
部
門
、
例
え
ば
元
禄
五
年
『医
道
日
用
重
宝
記
』
『購
買
物
調
方
記
』
『囃
子
謡
重
宝
記
』、
同
年
頃
『好
色
重
宝
記
』、
未
確
認
の
『絵
本
重
宝
記
』
『妙
薬
重
宝
記
』
(共
に
元
禄
五
年
板
『書
籍
目
録
』
所
載
)
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
内
『医
道
日
用
重
宝
記
』
の
後
板
は
、
宝
永
七
年
(
一
七
一
〇
)
、
享
保
三
年
(
一
七
一
八
)、
同
八
年
、
同
十
八
年
、
延
享
四
年
(
一
七
四
七
)
、
宝
暦
十
二
年
(
一
七
六
二
)
、
安
永
九
年
(
一
七
七
六
)、
文
政
元
年
(
一
八
一
八
)、
弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)
、
嘉
永
二
年
(
一
八
四
九
)、
明
治
三
年
(未
確
認
)
、
明
治
六
年
(
一
八
七
三
)、
同
八
年
板
の
都
合
十
四
板
の
ほ
か
、
無
刊
記
板
も
あ
り
、
明
治
ま
で
続
い
て
い
る
。
中
村
平
五
三
近
子
(寛
保
元
年
〈
一
七
四
一
〉
、
七
十
一
歳
没
)
も
出
版
本
屋
お
抱
え
の
編
著
述
者
で
あ
る
。
活
動
の
中
心
は
享
保
期
(
一
七
一
六
～
三
六
)
で
、
そ
れ
は
開
府
よ
り
四
世
代
目
頃
の
活
躍
で
あ
る
。
は
じ
め
山
崎
闇
斎
学
を
学
び
、
宝
永
(
一
七
〇
四
～
一
一
)
年
間
に
二
年
ほ
ど
尾
張
藩
に
仕
え
た
ほ
か
は
、
京
都
で
多
く
の
啓
蒙
教
訓
書
の
編
著
述
を
し
て
い
る
。
元
禄
八
年
板
の
有
名
な
『書
札
調
法
記
』
は
京
都
の
小
佐
治
半
右
衛
門
板
で
、
元
文
五
年
(
一
七
四
〇
)
に
は
磯
崎
宇
右
衛
門
ら
九
軒
板
の
別
板
が
あ
り
、
明
和
四
年
(
一
七
六
七
)
に
は
元
禄
板
の
後
板
が
中
川
茂
兵
衛
ら
七
軒
板
で
出
て
い
る
。
ま
た
無
刊
記
板
で
、
各
冊
「享
保
七
年
寅
二
月
吉
日
/
塩
埜
L
等
の
識
語
の
あ
る
本
は
第
一
～
三
巻
を
『書
札
調
法
記
』、
第
四
～
六
巻
を
『書
状
調
法
記
』
と
外
題
を
摺
り
分
け
、
編
成
内
容
と
対
応
さ
せ
た
本
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
凡
例
題
、
柱
題
、
尾
題
を
入
木
し
て
、
「
[手
本
]
重
宝
記
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
本
の
系
統
で
あ
る
。
三
近
子
に
は
ほ
か
に
も
享
保
十
六
年
『筆
海
調
法
俗
字
指
南
車
』
『六
諭
衍
義
小
意
』
等
が
あ
り
、
『文
章
指
南
調
法
記
・
四
』
に
は
前
出
の
よ
う
な
「入
学
文
章
」
が
あ
る
。
開
府
よ
り
五
世
代
目
頃
、
主
と
し
て
享
保
後
期
か
ら
元
文
(
一
七
三
六
～
四
一
)
寛
保
(
一
七
四
一
～
四
四
)
期
に
活
躍
し
た
の
は
自
著
の
編
著
述
を
自
分
の
本
屋
文
熈
堂
か
ら
出
板
し
た
寺
田
与
右
衛
門
で
あ
る
。
生
没
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
二
十
数
点
の
編
著
述
は
す
べ
て
啓
蒙
教
化
の
本
ば
か
り
で
、
例
え
ば
享
保
五
年
『繍
顯
女
文
翰
重
宝
記
』
、
享
保
十
七
年
『懐
玉
筆
海
重
宝
記
』
、
元
文
五
年
『文
宝
節
用
字
林
集
』
な
ど
が
あ
る
(前
出
拙
著
『重
宝
記
の
調
方
記
』
参
　
:)°大
坂
の
吉
文
字
屋
市
兵
衛
は
、
寛
永
二
年
(
一
六
二
五
)
か
ら
明
治
六
年
(
一
八
七
三
)
ま
で
営
業
し
た
本
屋
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
そ
の
三
代
目
鳥
飼
洞
斎
、
号
酔
雅
は
寛
政
五
年
(
一
七
九
三
)
に
七
十
三
歳
で
没
し
て
い
る
。
活
躍
は
開
府
以
来
六
世
代
目
、
本
屋
主
導
で
啓
蒙
教
化
書
が
企
画
出
板
さ
れ
、
あ
る
い
は
自
分
の
著
述
を
自
分
の
本
屋
か
ら
出
板
す
る
者
も
多
く
な
る
頃
の
活
躍
で
あ
る
。
鳥
飼
洞
斎
に
は
明
和
二
年
(
一
七
六
五
)
『女
学
則
』
、
明
和
四
年
『
四
体
千
か何はと問学6̀民庶世近51　
字
文
国
字
引
』
『女
教
訓
古
今
集
』
、
ま
た
『急
用
間
合
即
座
引
』
は
安
永
七
年
(
一
七
七
八
)
、
天
明
七
年
(
一
七
八
七
)、
文
化
元
年
(
一
八
〇
四
)
な
ど
の
板
が
あ
り
、
お
よ
そ
六
十
数
編
ほ
ど
の
編
刊
が
あ
る
。
以
上
、
わ
ず
か
の
挙
例
で
し
か
な
い
が
、
出
版
本
屋
が
庶
民
読
者
を
対
象
に
啓
蒙
教
化
の
書
を
続
々
板
行
し
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
た
い
の
で
あ
る
。
裏
返
せ
ば
、
そ
れ
は
世
代
間
に
受
け
継
が
れ
培
わ
れ
て
き
た
庶
民
の
学
習
熱
、
向
上
心
に
当
て
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
出
版
本
屋
の
目
に
見
え
な
い
不
特
定
多
数
の
庶
民
読
者
の
教
育
で
あ
る
。
出
版
本
屋
の
こ
の
種
の
本
の
企
画
・
製
作
・
出
板
に
は
商
業
性
が
あ
り
、
一
方
で
は
時
代
精
神
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
出
版
物
の
内
容
は
ど
う
か
。
庶
民
初
学
者
を
相
手
に
四
書
を
自
学
自
習
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
叢
書
に
『経
典
余
師
』
が
あ
り
、
こ
れ
は
本
文
を
中
段
に
記
し
、
こ
の
ほ
か
は
全
て
漢
字
振
仮
名
付
き
平
仮
名
文
で
解
釈
し
、
上
段
に
は
読
み
下
し
を
置
い
た
学
習
本
と
し
て
、
鈴
木
俊
幸
氏
著
『江
戸
の
読
書
熱
自
学
す
る
読
者
と
書
籍
流
通
』
(平
凡
社
平
成
七
年
)
に
広
い
調
査
に
も
と
つ
く
卓
抜
し
た
解
説
が
あ
る
。
『経
典
余
師
』
(四
書
の
部
)
は
天
明
六
年
(
一
七
八
六
)
か
ら
明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
ま
で
六
板
の
調
査
が
あ
る
が
、
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
)
板
の
「凡
例
付
言
」
か
ら
引
用
し
て
み
よ
う
。
だ
い
い
ち
ぎ
せ
い
じ
ん
み
ち
て
ん
か
こ
く
か
を
さ
「○
第
一
義
/
聖
人
の
道
と
は
、
天
下
国
家
を
治
む
る
よ
り
し
い
ち
に
ん
み
を
こ
な
ひ
を
さ
む
み
ち
に
ち
よ
う
を
し
へ
て
、
一
己
の
身
の
行
状
を
修
る
の
道
な
り
。
人
々
日
用
の
教
に
き
せ
ん
ら
う
よ
う
ニ
し
て
、
貴
賤
老
幼
の
ま
な
ぼ
で
か
な
は
ざ
る
も
の
な
り
L
と
く
ほ
う
ま
こ
と
せ
い
じ
ん
を
し
へ
「読
法
よ
み
か
た
な
り
/
(中
略
)
誠
に
聖
人
の
教
人
々
な
ら
ぶ
な
ん
し
に
よ
し
(ふ
)
べ
き
こ
と
な
り
。
男
子
は
も
ち
ろ
ん
女
子
と
い
へ
ど
も
、
く
ら
ゐ
か
た
あ
さ
ゆ
ふ
さ
ゆ
う
よ
や
ま
と
せ
う
が
く
を
ん
な
位
あ
る
方
は
朝
夕
左
右
に
あ
る
べ
し
。
世
に
大
和
小
学
、
女
蔀
饗
な
ど
・
人
の
違
を
や
は
ら
げ
て
郵
.饕
の
謝
も
あ
れ
ど
、
饕
識
つ
か
ひ
な
ら
ぬ
ゆ
へ
に
飜
な
し
・
そ
の
講
は
、
麓
し
よ
て
て
の
た
ぐ
ひ
の
書
は
手
に
と
れ
ば
よ
め
や
す
く
、
手
を
は
な
て
ば
い
ま
よ
し
ほ
ふ
が
く
し
や
た
ち
ま
ち
わ
す
れ
や
す
き
な
り
。
今
こ
の
余
師
の
法
は
学
者
の
と
く
し
よ
け
う
ち
う
こ
と
ば
せ
い
じ
ん
読
書
の
ご
と
く
、
と
く
と
胸
中
に
そ
の
語
を
し
た
〉
め
て
聖
人
こ
と
ば
を
ぼ
じ
ん
ぎ
み
ち
の
詞
つ
か
ひ
を
よ
み
覚
ゆ
る
が
ゆ
へ
に
、
仁
義
の
道
心
に
そ
み
わ
た
る
な
り
と
こ
〉
ろ
う
べ
し
」
学
問
が
聖
人
の
書
を
直
接
読
ん
で
身
を
修
め
る
も
の
と
す
る
考
え
は
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
聖
人
の
書
(四
書
)
の
読
法
を
平
仮
名
に
し
て
、
庶
民
初
学
者
の
自
学
自
習
書
と
し
て
提
供
し
た
の
が
著
者
渓
世
尊
と
出
版
本
屋
の
新
時
代
へ
の
対
応
で
あ
る
。
次
に
は
『韓
冊
寺
子
調
法
記
』
と
『韓
馼
女
寺
子
調
法
記
』
を
例
示
し
て
み
た
い
。
『輜
肝
寺
子
調
法
記
』
は
明
和
元
年
(
一
七
六
四
)
に
小
本
型
で
出
て
、
安
永
五
年
(
一
七
七
六
)
板
か
ら
半
紙
本
型
に
な
り
、
文
化
五
年
(
一
八
〇
八
)
板
、
文
政
七
年
(
一
八
二
四
)
板
、
天
保
三
年
(
一
八
三
二
)
板
、
弘
化
三
年
(
一
八
四
六
)
板
、
元
治
二
年
(
一
25　
八
六
五
)
板
等
が
あ
る
。
内
容
は
「実
語
教
」
「童
子
教
」
「今
川
」
「腰
越
状
」
「商
売
往
来
」
を
主
本
文
に
し
て
、
上
欄
に
「小
謡
」
「以
呂
波
三
体
」
「万
字
尽
」
「九
九
之
段
」
「十
干
/
十
二
支
」
「
五
性
相
性
」
等
十
八
項
目
を
解
説
し
て
い
る
。
「実
語
教
」
は
主
と
し
て
、
経
書
中
の
五
言
五
十
六
句
を
抄
出
し
て
、
格
言
風
に
口
誦
し
や
す
く
整
理
し
た
も
の
で
、
平
安
中
期
頃
に
は
成
立
し
流
布
し
て
い
た
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
単
独
で
か
、
あ
る
い
は
『輜
肝
寺
子
調
法
記
』
に
見
る
よ
う
に
、
他
と
併
せ
て
板
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
男
子
を
対
象
に
漢
字
文
で
書
か
れ
、
訓
読
の
平
仮
名
が
つ
い
て
い
る
。
や
ま
た
か
き
が
ゆ
え
に
ず
た
つ
と
か
ら
も
つ
て
あ
る
を
き
す
た
つ
と
し
と
山
高
故
不
レ貴
以
レ有
ン樹
為
レ貴
ひ
と
こ
ゑ
た
る
が
ゆ
へ
に
ず
た
つ
と
か
ら
も
つ
て
あ
る
を
ち
す
た
つ
と
し
と
人
肥
故
不
レ貴
以
レ有
レ智
為
レ貴
と
み
は
こ
れ
い
つ
し
や
う
の
た
か
ら
み
め
つ
す
れ
ば
す
な
は
ち
と
も
に
め
つ
す
富
是
一
生
財
身
滅
即
共
滅
ち
は
こ
れ
ば
ん
だ
い
の
た
か
ら
い
の
ち
を
は
れ
ば
す
な
は
ち
し
た
が
つ
て
ゆ
く
智
是
万
代
財
命
終
即
随
行
た
ま
ぎ
れ
ば
み
が
か
な
し
ひ
か
り
な
き
を
ひ
か
り
す
い
し
か
は
ら
と
玉
不
レ
磨
無
レ
光
無
レ
光
為
二
石
瓦
一
ひ
と
ざ
れ
ば
ま
な
ぱ
な
し
ち
な
き
を
ち
す
ぐ
に
ん
人
不
レ
学
無
ン智
無
レ智
為
二愚
人
一
こ
れ
に
よ
っ
て
漢
字
学
習
を
し
な
が
ら
勧
学
、
教
戒
、
修
身
等
、
人
間
の
基
本
的
生
き
方
を
身
に
つ
け
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『韓
融
女
寺
子
調
法
記
』
は
半
紙
本
型
が
文
化
三
年
に
出
て
、
後
板
に
天
保
十
三
年
板
、
刊
年
不
明
板
が
あ
り
、
小
本
型
に
天
保
三
年
板
、
天
保
十
年
板
が
出
て
い
る
。
半
紙
本
の
内
容
は
、
を
ん
な
◎
つ
ご
き
や
う
を
ん
な
い
ま
が
は
を
ん
な
て
な
ら
ひ
き
や
う
く
ん
じ
や
う
を
ん
な
し
や
う
ば
い
わ
う
「
女
実
語
教
」
「
女
今
川
」
「
女
手
習
教
訓
状
」
「
女
商
売
往
ら
い
を
ん
な
み
も
ち
か
が
み
ち
よ
ち
う
こ
と
ば
来
」
を
主
本
文
に
し
て
、
上
欄
に
「
女
身
持
鑑
」
「女
中
言
葉
つ
か
を
が
さ
は
ら
を
り
か
た
つ
だ
い
に
つ
ほ
ん
く
に
づ
く
し
な
ん
に
よ
あ
ひ
し
や
う
ひ
L
「小
笠
原
折
方
の
図
」
「大
日
本
国
尽
」
「男
女
相
性
の
事
」
ぬ
い
も
の
ひ
で
ん
し
き
ふ
み
を
ん
な
ご
き
や
う
く
ん
か
し
よ
だ
う
ぐ
じ
つ
く
し
い
「縫
物
秘
伝
」
「
四
季
の
文
」
「
女
児
教
訓
歌
」
「諸
道
旦
ハ字
尽
」
「衣
る
い
じ
さ
う
も
く
じ
つ
く
し
類
の
字
」
「草
木
字
尽
」
等
二
十
八
項
目
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
る
。
を
ん
な
じ
つ
ご
き
や
う
を
ん
な
い
ま
が
は
小
本
型
の
内
容
は
「
女
実
語
教
」
「
女
今
川
」
の
本
文
に
、
上
欄
に
は
半
紙
本
か
ら
の
抜
抄
し
た
項
目
が
あ
る
。
を
ん
な
じ
つ
ご
き
や
う
「
女
実
語
教
」
は
、
「実
語
教
」
に
な
ぞ
ら
え
て
女
を
戒
め
る
条
々
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
漢
字
仮
名
書
き
で
漢
字
に
は
振
り
仮
名
が
つ
い
て
い
る
。
小
本
型
か
ら
引
用
す
る
。
し
な
す
ぐ
ゆ
へ
た
つ
と
一
品
勝
れ
た
る
が
故
に
貴
か
ら
ず
こ
こ
ろ
も
つ
た
つ
と
心
た
ゴ
し
き
を
以
て
貴
し
と
す
か
た
ち
う
る
は
ゆ
へ
た
つ
と
一
容
妹
し
き
が
故
に
貴
か
ら
ず
さ
い才
あ
る
を
も
つ
て
よ
し
と
す
と
み
い
け
一
冨
は
こ
れ
生
る
う
ち
の
た
か
ら
み
わ
か
れ
し
り
ぞ
身
ま
か
る
と
き
は
別
退
く
ち
ゑ
よ
う
つ
よ
一
智
恵
は
こ
れ
万
代
の
た
か
ら
い
の
ち
を
は
た
ま
し
ゐ
命
終
る
と
き
は
魂
に
し
た
が
ふ
こ
こ
ろ
ぎ
一
心
を
つ
〉
し
ま
ざ
れ
は
義
な
し
ぎ
ち
く
る
い
義
な
き
は
畜
類
に
ひ
と
し
つ
と
め
さ
い
一
勤
ま
な
ぼ
ざ
れ
ぼ
才
な
し
さ
い
さ
う
も
く
才
な
き
は
草
木
に
ひ
と
し
小
本
型
の
口
絵
に
も
次
の
よ
う
な
説
明
が
つ
い
て
い
る
。
ホ
こ
な　
　
　　
ハ　
む
「
い
と
け
な
き
と
き
は
、
手
な
ら
ひ
も
の
よ
み
を
す
べ
し
。
此
か何はと問学6̀民庶世
・
近53H
　ニ
　
ユ
　
　
い
ち
　　
　
ゑ
　
　
　
ガき
ふ
た
つ
う
と
き
は
一
し
や
う
は
じ
多
か
る
べ
し
L
「
ぬ
ひ
ば
り
に
よ
し
　　
ご
　
じ
　　
　
は
女
子
だ
い
一
の
た
し
な
み
な
れ
ば
、
か
ま
へ
て
か
ま
へ
て
ゆ
ほ
め
　　
ハ　
り
こ
こ
ろ
へ
る
か
せ
に
な
お
も
ひ
そ
。
又
も
の
た
ち
を
も
心
得
べ
し
」
「
女
　
　
　
ゑ
　
は
な
に
ご
と
に
も
し
と
や
か
に
さ
は
が
し
か
ら
ぬ
が
よ
し
。
た
　　
　
　　
　
と
へ
た
は
ふ
れ
あ
そ
び
ご
と
に
も
が
さ
つ
な
る
べ
か
ら
ず
」
　　
じ
ヨ
ロ
　
　
　
　
つ
ゆ
　
　
「
こ
と
さ
み
せ
ん
も
女
の
た
し
な
み
な
れ
ば
少
し
は
心
か
く
べ
　
J0
女
の
生
き
方
を
図
絵
に
し
て
教
え
た
も
の
で
あ
る
。
つ
い
で
に
天
保
十
四
年
『童
子
早
学
問
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
よ
み
か
き
よ
き
み
ち
あ
ん
な
い
し
や
か
き
れ
も
全
く
の
教
訓
集
で
あ
る
。
「読
書
は
能
道
の
案
内
者
/
よ
み
書
せ
い
だ
も
の
を
し
へ
あ
ん
な
い
を
精
出
す
者
は
教
な
く
と
も
知
る
ゆ
へ
案
内
と
は
い
ふ
な
り
」
、
あ
て
な
ら
ひ
つ
う
よ
う
の
め
り
や
う
ち
て
め
く
ら
る
い
は
「手
習
は
通
用
之
眼
の
療
治
/
手
な
ら
ひ
せ
ぬ
も
の
は
盲
も
な
ら
も
じ
よ
う
お
な
じ
事
な
り
。
習
へ
ば
こ
そ
文
字
が
わ
か
る
ゆ
ゑ
、
用
も
た
り
て
め目
の
あ
き
た
る
ご
と
く
な
り
」
。
『童
子
早
学
問
』
は
日
常
の
暮
ら
し
の
な
か
の
身
近
な
教
訓
で
あ
る
。
八
、
学
習
の
成
果
は
学
習
が
効
果
的
で
あ
り
、
成
果
が
ど
れ
ほ
ど
上
が
っ
て
い
た
か
を
検
証
し
、
評
価
す
る
な
ど
の
こ
と
は
と
て
も
む
つ
か
し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
二
、
三
の
資
料
の
列
挙
し
か
で
き
な
い
が
、
学
問
・
教
養
を
身
に
付
け
る
こ
と
の
重
要
さ
は
充
分
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
拙
文
で
は
引
用
す
る
こ
と
が
た
び
た
び
で
あ
る
が
、
雑
俳
に
は
次
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
る
。
ま
よ
読
み
冥
闇
ふ
書
に
御
徳
の
窓
明
き
て
(元
禄
八
『昼
礫
』
)
そ
よ
み
理
の
道
の
案
内
に
先
ッ
書
の
素
読
(元
禄
十
四
『誹
諧
広
原
海
』
2
)
書
の
部
分
ヶ
理
に
着
く
迄
の
一
里
塚
(元
禄
十
一
『誹
諧
広
原
海
』
14
)
書
を
読
め
ば
親
の
な
き
身
も
理
は
意
見
(元
禄
十
四
『誹
諧
広
原
海
』
17
)
理
の
道
を
文
字
に
問
は
る
る
我
が
読
書
(元
禄
十
四
『誹
諧
広
原
海
』
20
)
学
問
や
読
書
の
本
質
は
一
応
は
認
識
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
理
解
は
あ
っ
て
、
広
く
行
き
わ
た
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
和
二
年
(
一
六
八
二
)
『好
色
一
代
男
・
五
・
一
(後
は
様
つ
け
て
呼
)
』
に
は
洗
練
さ
れ
た
教
養
を
身
に
付
け
て
い
る
太
夫
吉
野
の
話
が
あ
る
。
小
刀
鍛
冶
駿
河
守
金
綱
の
弟
子
が
太
夫
吉
野
を
見
染
め
て
恋
心
を
燃
や
し
、
夜
な
べ
し
て
揚
代
五
十
三
匁
を
貯
め
た
が
、
身
分
が
低
く
会
わ
れ
ぬ
の
を
嘆
い
て
い
る
の
を
聞
い
て
哀
れ
に
思
い
、
こ
っ
そ
り
呼
び
入
れ
て
初
心
な
男
を
励
ま
し
、
ど
う
や
ら
こ
う
や
ら
埒
明
け
さ
せ
て
、
盃
ま
で
し
て
帰
し
た
。
揚
屋
は
咎
め
た
が
、
世
之
助
は
「
そ
れ
こ
そ
女
郎
の
本
意
な
れ
」
と
言
っ
て
身
請
け
し
た
。
こ
れ
を
一
門
中
か
ら
は
道
な
ら
ぬ
こ
と
と
し
て
絶
交
し
て
き
た
の
で
、
45r-,
吉
野
は
回
復
策
を
考
え
る
。
そ
れ
は
、
離
縁
し
て
帰
る
挨
拶
に
一
門
の
女
中
方
を
招
待
し
て
応
接
、
思
い
を
見
事
に
遂
げ
る
の
で
あ
る
。
ぬ
の
こ
へ
吉
野
は
浅
黄
の
布
子
に
赤
前
垂
を
か
け
、
置
手
拭
を
し
て
、
片
ぎ
き
り
の
し
さ
か
な
木
に
切
熨
斗
を
盛
っ
て
取
り
肴
に
し
、
中
で
も
お
年
寄
方
へ
手
を
つ
い
て
、
「私
は
三
筋
町
に
住
ん
で
い
た
吉
野
と
申
す
遊
女
で
す
。
こ
ん
な
お
座
敷
に
出
る
の
は
勿
体
な
く
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
ひ
ま
今
日
御
隙
を
い
た
だ
き
ま
し
て
里
へ
帰
る
名
残
で
す
」
と
言
っ
て
、
ひ
と
ふ
し
昔
の
生
活
を
今
に
し
て
一
節
う
た
う
と
、
皆
魂
も
消
え
入
る
ほた
ど
で
あ
っ
た
。
琴
を
弾
き
、
歌
を
詠
み
、
茶
は
し
お
ら
し
く
点
て
、
花
を
活
け
替
え
、
時
計
を
仕
掛
け
直
し
(分
銅
の
調
節
)
、
娘
達
の
髪
を
撫
で
つ
け
、
碁
の
相
手
に
な
り
、
笙
を
吹
き
、
無
常
話
(信
心
話
)
か
ら
内
証
(家
計
)
の
事
ま
で
、
何
か
に
つ
け
て
人
様
の
気
を
引
き
つ
け
た
。
台
所
に
入
る
と
呼
出
さ
れ
、
吉
野
一
人
の
も
て
な
し
に
、
皆
は
座
を
立
っ
て
帰
る
時
を
忘
れ
た
。
世
之
介
の
粋
な
決
断
と
と
も
に
、
吉
野
の
身
に
つ
け
た
豊
か
な
学
問
・
教
養
・
気
品
・
人
格
が
評
価
さ
れ
、
も
と
遊
女
と
い
う
身
分
を
超
え
て
、
切
り
札
に
な
り
、
う
ま
く
治
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
宝
永
四
年
〈
一
七
〇
七
〉
『堀
川
波
鼓
・
中
』
に
は
、
姉
妹
ら
の
生
き
方
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
(母
様
の
)
遺
言
の
お
詞
を
よ
も
や
忘
れ
は
な
さ
る
ま
い
。
そ
ち
ら
二
人
は
小
さ
い
時
か
ら
女
子
の
道
を
教
え
込
み
、
読
み
書
き
、
縫
物
、
糸
綿
の
道
も
そ
れ
で
は
恥
を
掻
か
ぬ
が
、
第
一
女
子
の
嗜
み
は
殿
御
(夫
)
持
つ
て
か
ら
が
大
事
じ
ゃ
ぞ
。
舅
は
親
ぞ
、
小
舅
は
兄
よ
、
姉
よ
と
思
っ
て
、
孝
を
尽
く
せ
。
他
の
男
と
差
し
向
か
い
で
は
、
顔
も
上
げ
て
見
ぬ
も
の
じ
ゃ
。
大
体
、
夫
の
留
守
中
は
、
男
ど
あ
れ
ば
召
使
で
も
、
一
門
他
人
一
様
に
、
年
寄
も
若
い
者
も
隔
て
な
く
、
こ
の
女
子
の
嗜
み
が
悪
い
と
、
四
書
五
経
を
宙
で
読
む
女
子
で
も
役
に
立
た
ぬ
そ
よ
。
此
の
遺
言
を
、
そ
ち
達
が
論
語
と
思
っ
て
忘
れ
る
な
、
と
の
御
詞
が
骨
に
し
み
、
肝
に
残
つ
て
よ
う
忘
れ
ら
れ
ぬ
。
こ
れ
は
女
の
貞
節
の
重
要
さ
を
説
い
て
、
四
書
五
経
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
四
書
五
経
の
精
神
は
順
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
学
問
向
上
の
精
神
が
漲
っ
て
お
り
、
学
び
取
っ
て
身
に
つ
け
た
知
識
が
日
常
生
活
に
生
か
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
略
述
し
た
挙
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
逆
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
絵
入
書
、
注
解
書
、
戯
作
書
等
板
行
書
の
流
布
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
黄
表
紙
の
天
明
八
年
(
一
七
八
八
)
朋
誠
堂
喜
三
二
作
『文
武
二
道
万
石
通
』
は
、
寛
政
改
革
の
文
武
奨
励
策
を
う
が
ち
、
茶
化
し
た
作
品
で
あ
る
。
同
じ
く
寛
政
元
年
〈
一
七
八
九
〉
)
山
東
京
伝
作
『孔
子
縞
于
時
藍
染
』
は
、
寛
政
改
革
の
儒
教
奨
励
、
倹
約
令
な
ど
か何はと問学S民庶世近5　
に
題
材
を
得
て
、
庶
民
に
至
る
ま
で
世
道
人
心
が
改
ま
っ
た
と
う
が
ち
、
茶
化
し
た
作
品
で
あ
る
。
聖
賢
の
教
え
が
あ
ま
ね
く
行
き
渡
り
、
も
の
も
ら
い
物
貰
や
非
人
ま
で
漢
籍
を
学
び
、
町
人
は
金
銀
を
無
理
に
人
に
施
し
、
女
郎
は
客
に
金
を
押
し
付
け
、
息
子
は
座
頭
に
金
を
や
り
捨
て
、
あ
る
い
は
女
郎
買
い
で
大
金
を
背
負
い
込
ん
で
勘
当
を
受
け
よ
う
と
願
う
、
等
々
。
学
問
教
育
の
結
果
、
孔
子
の
教
え
が
時
世
に
逢
っ
て
(当
時
、
藍
染
の
格
子
縞
〈喀
っ
糺
〉
の
流
行
を
か
け
る
)
、
礼
節
の
順
守
、
物
欲
の
抑
制
、
金
銀
の
蔑
視
な
ど
が
描
か
れ
て
い
て
、
実
際
は
現
実
の
庶
民
生
活
が
す
べ
て
逆
に
、
裏
返
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
黄
表
紙
に
は
類
書
も
多
く
、
社
会
を
う
ま
く
写
し
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
ま
た
巾
広
い
読
者
の
い
る
春
本
も
出
て
い
る
。
『論
語
』
に
は
笑
本
『論
御
』、
『大
学
』
に
は
『女
大
楽
宝
』
、
『実
語
教
』
に
は
『
実
娯
教
絵
抄
』
等
色
々
の
類
似
題
名
が
あ
る
。
近
世
の
価
値
・
評
価
基
準
は
四
書
五
経
の
儒
教
精
神
を
体
用
す
る
と
い
う
一
事
に
つ
き
る
も
の
の
、
こ
こ
で
は
屈
折
す
る
ま
で
に
ひ
た
す
ら
な
学
問
向
上
心
が
庶
民
の
問
に
漲
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
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